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花
火
大
会
が
実
施
さ
れ
た
公
園
と
最
寄
り
駅
と
を
結
ぶ
歩
道
橋
で
多
数
の
参
集
者
が
折
り
重
な
っ
て
転
倒
し

て
死
傷
者
が
発
生
し
た
事
故
に
つ
い
て
、
警
察
署
副
署
長
に
同
署
地
域
官
と
の
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
の
共

同
正
犯
は
成
立
し
な
い
と
さ
れ
た
事
例

谷　
　

井　
　

悟　
　

司

平
成
二
六
年
（
あ
）
第
七
四
七
号
、
業
務
上
過
失
致
死
傷
被
告
事
件
、
最
高
裁
平
成
二
八
年
七
月
一
二
日
第
三

小
法
廷
決
定
、
刑
集
七
〇
巻
六
号
四
一
一
頁
、
裁
時
一
六
五
六
号
五
頁

　
【
事
実
の
概
要
】

　

１　

本
件
事
故
の
概
要

　

平
成
一
三
年
七
月
二
一
日
午
後
七
時
四
五
分
頃
か
ら
午
後
八
時
三
〇
分
頃
ま
で
の
間
、
第
三
二
回
明
石
市
民
夏
ま
つ
り
の
行
事
で
あ
る
花
火
大
会
等
が

実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
際
、
花
火
大
会
が
実
施
さ
れ
た
公
園
と
最
寄
り
駅
と
を
結
ぶ
歩
道
橋
上
に
お
い
て
、
多
数
の
参
集
者
が
折
り
重
な
っ
て
転
倒
す
る
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八

い
わ
ゆ
る
群
衆
な
だ
れ
が
発
生
し
、
そ
の
結
果
、
一
一
名
が
死
亡
し
、
一
八
三
名
が
傷
害
を
負
っ
た
（
以
下
「
本
件
事
故
」
と
い
う
。）。

　

２　

本
件
事
故
当
日
に
至
る
ま
で
の
警
備
計
画
策
定
に
関
わ
る
事
実
関
係

　

当
時
明
石
警
察
署
署
長
で
あ
っ
た
Ｃ
（
以
下
「
Ｃ
署
長
」
と
い
う
。）
は
、
同
警
察
署
管
轄
区
域
内
に
お
け
る
警
察
の
事
務
を
処
理
し
、
所
属
の
警
察
職

員
を
指
揮
監
督
す
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
同
警
察
署
管
内
で
行
わ
れ
る
本
件
夏
ま
つ
り
に
お
け
る
同
警
察
署
の
警
備
計
画
（
以
下
「
本
件
警
備
計
画
」

と
い
う
。）
の
策
定
に
関
し
て
も
最
終
的
な
決
定
権
限
を
有
し
て
い
た
。

　

同
警
察
署
副
署
長
で
あ
っ
た
被
告
人
は
、
同
警
察
署
内
の
警
察
事
務
全
般
に
わ
た
っ
て
、
Ｃ
署
長
を
補
佐
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
命
を
受
け
て
同
警
察

署
内
を
調
整
す
る
た
め
配
下
警
察
官
を
指
揮
監
督
す
る
権
限
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
本
件
警
備
計
画
の
策
定
に
関
し
て
も
、
Ｃ
署
長
を
補
佐
し
、

計
画
策
定
の
担
当
者
ら
を
指
揮
監
督
す
る
権
限
を
有
し
て
い
た
。

　

同
警
察
署
地
域
官
で
あ
っ
た
Ｂ
（
以
下
「
Ｂ
地
域
官
」
と
い
う
。）
は
、
同
警
察
署
に
お
け
る
雑
踏
警
備
を
分
掌
事
務
と
す
る
地
域
課
企
画
係
の
責
任
者

を
務
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
Ｃ
署
長
の
指
示
を
受
け
、
本
件
警
備
計
画
の
策
定
の
責
任
者
と
な
っ
た
。

　

Ｃ
署
長
の
直
接
の
指
揮
監
督
の
も
と
、
Ｂ
地
域
官
は
、
配
下
警
察
官
を
指
揮
し
て
本
件
警
備
計
画
を
作
成
さ
せ
た
。
そ
の
際
、
被
告
人
は
、
本
件
警
備

計
画
の
策
定
に
つ
い
て
担
当
者
に
助
言
し
、
あ
る
い
は
、
会
議
の
場
で
、
本
件
警
備
計
画
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
な
ど
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
策
定
さ

れ
た
本
件
警
備
計
画
は
、
警
察
に
よ
る
規
制
の
必
要
性
を
判
断
す
る
方
法
、
そ
の
場
合
に
現
場
の
警
察
官
が
と
る
べ
き
具
体
的
な
行
動
や
、
明
石
市
が
契

約
し
た
警
備
会
社
の
警
備
員
と
の
連
携
体
制
が
示
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
、
な
お
問
題
点
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

３　

本
件
事
故
当
日
の
警
備
実
施
に
関
わ
る
事
実
関
係

　

本
件
事
故
当
日
、
Ｃ
署
長
は
、
明
石
警
察
署
内
に
設
置
さ
れ
た
署
警
備
本
部
の
警
備
本
部
長
と
し
て
、
雑
踏
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
本
件
夏
ま
つ
り
の

警
備
全
般
が
適
切
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
現
場
に
配
置
さ
れ
た
各
部
隊
を
指
揮
監
督
し
、
警
備
実
施
を
統
括
す
る
権
限
及
び
義
務
を
有
し
て
い
た
。
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被
告
人
は
、
署
警
備
本
部
の
警
備
副
本
部
長
と
し
て
、
本
件
夏
ま
つ
り
の
警
備
実
施
全
般
に
つ
い
て
Ｃ
署
長
を
補
佐
す
る
立
場
に
あ
り
、
情
報
を
収
集

し
て
Ｃ
署
長
に
提
供
す
る
な
ど
し
た
上
、
不
測
の
事
態
が
発
生
し
た
場
合
や
こ
れ
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
は
、
積
極
的
に
Ｃ
署

長
に
進
言
す
る
な
ど
し
て
、
Ｃ
署
長
の
指
揮
権
を
適
正
に
行
使
さ
せ
る
義
務
を
負
っ
て
い
た
。

　

な
お
、
署
警
備
本
部
に
い
た
Ｃ
署
長
や
被
告
人
が
本
件
歩
道
橋
付
近
に
関
す
る
情
報
を
収
集
す
る
に
は
、
現
場
の
警
察
官
か
ら
の
無
線
等
に
よ
る
連
絡

や
、
現
場
に
設
置
さ
れ
た
監
視
カ
メ
ラ
か
ら
歩
道
橋
内
の
映
像
を
映
す
テ
レ
ビ
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
し
か
な
か
っ
た
。

　

一
方
、
Ｂ
地
域
官
は
、
現
場
に
設
け
ら
れ
た
現
地
警
備
本
部
の
指
揮
官
と
し
て
、
配
下
警
察
官
を
指
揮
し
、
参
集
者
の
安
全
を
確
保
す
べ
き
業
務
に
従

事
し
て
お
り
、
現
場
の
警
察
官
に
会
っ
て
直
接
報
告
を
受
け
、
ま
た
、
警
備
会
社
の
警
備
員
の
統
括
責
任
者
ら
と
連
携
し
て
情
報
収
集
す
る
こ
と
が
で
き
、

現
場
付
近
に
配
置
さ
れ
た
機
動
隊
の
出
動
に
つ
い
て
も
、
自
己
の
判
断
で
、
Ｃ
署
長
を
介
し
て
、
あ
る
い
は
、
自
ら
直
接
要
請
し
て
こ
れ
を
実
現
で
き
る

立
場
に
あ
っ
た
。

　

実
際
、
Ｂ
地
域
官
は
、
現
場
で
配
下
警
察
官
を
指
揮
し
て
雑
踏
警
備
に
あ
た
り
、
被
告
人
は
、
署
警
備
本
部
内
に
お
い
て
、
現
場
の
警
察
官
と
の
電
話

等
に
よ
り
情
報
を
収
集
し
、
Ｃ
署
長
に
報
告
、
進
言
す
る
な
ど
し
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
午
後
八
時
頃
、
本
件
歩
道
橋
内
の
混
雑
状
況
が
警
察
に
よ
る
規

制
を
必
要
と
す
る
段
階
に
至
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｂ
地
域
官
お
よ
び
被
告
人
は
、
機
動
隊
の
出
動
を
要
請
す
る
な
ど
し
て
、
本
件
歩
道
橋
内
へ

の
流
入
規
制
を
実
施
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

４　

訴
訟
の
経
過

　

以
上
の
事
実
関
係
に
つ
き
、
本
件
花
火
大
会
の
実
質
的
な
主
催
者
で
あ
っ
た
明
石
市
の
職
員
三
名
、
明
石
市
が
契
約
し
た
警
備
会
社
の
警
備
員
の
統
括

責
任
者
で
あ
っ
た
同
社
支
社
長
、
お
よ
び
、
Ｂ
地
域
官
の
計
五
名
が
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
で
起
訴
さ
れ
、
有
罪
判
決
が
確
定
し
て
い
る
（
最
決
平
成
二

二
年
五
月
三
一
日
刑
集
六
四
巻
四
号
四
四
七
頁（１
））。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
改
正
検
察
審
査
会
法
（
平
成
一
六
年
法
律
第
六
二
号
）
に
基
づ
く
強
制
起
訴
の
最
初
の
対
象
者
と
し
て
、
被
告
人
が
業
務
上
過
失
致



二
五
〇

死
傷
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
被
告
人
に
対
す
る
起
訴
は
、
本
件
事
故
か
ら
す
で
に
八
年
余
が
経
過
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

公
訴
時
効
の
完
成
に
よ
り
免
訴
と
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
（
２
）。
そ
こ
で
、
指
定
弁
護
士
は
、
雑
踏
警
備
の
実
施
段
階
に
お
け
る
、
本
件
歩
道
橋
内
へ
の
流
入

規
制
を
実
施
し
な
か
っ
た
過
失
に
関
す
る
Ｂ
地
域
官
と
の
過
失
共
同
正
犯
ま
た
は
過
失
の
競
合
を
本
位
的
訴
因
と
し
て
、
こ
れ
に
加
え
て
、
本
件
警
備
計

画
の
策
定
段
階
に
お
け
る
、
雑
踏
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
体
制
を
構
築
し
な
か
っ
た
過
失
に
関
す
る
Ｂ
地
域
官
と
の
過
失
共
同
正
犯
ま
た
は
過

失
の
競
合
を
予
備
的
訴
因
と
し
て
、
こ
れ
ら
が
刑
訴
法
二
五
四
条
二
項
に
い
う
「
共
犯
」
に
該
当
し
、
被
告
人
に
対
す
る
関
係
で
も
公
訴
時
効
が
停
止
し

て
い
る
と
主
張
し
た
（
３
）。

　

原
々
審
（
神
戸
地
判
平
成
二
五
年
二
月
二
〇
日
刑
集
七
〇
巻
六
号
四
八
三
頁（４
））
お
よ
び
原
審
（
大
阪
高
判
平
成
二
六
年
四
月
二
三
日
刑
集
七
〇
巻
六
号

五
四
四
頁（５
））
は
と
も
に
、
そ
の
理
由
づ
け
に
相
違
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
本
位
的
訴
因
・
予
備
的
訴
因
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
被
告
人
に
は
過
失
が
認
め

ら
れ
な
い
た
め
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
が
成
立
せ
ず
、
Ｂ
地
域
官
と
の
過
失
共
同
正
犯
も
過
失
の
競
合
も
否
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
刑
訴
法
二
五
四
条
二

項
に
基
づ
く
公
訴
時
効
の
停
止
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
被
告
人
を
免
訴
と
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
指
定
弁
護
士
が
上
告
し
た
。

　
【
決
定
要
旨
】

　

上
告
棄
却
。

　
「
本
件
に
お
い
て
、
被
告
人
と
Ｂ
地
域
官
が
刑
訴
法
二
五
四
条
二
項
に
い
う
『
共
犯
』
に
該
当
す
る
と
い
う
た
め
に
は
、
被
告
人
と
Ｂ
地
域
官
に
業
務
上

過
失
致
死
傷
罪
の
共
同
正
犯
が
成
立
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
の
共
同
正
犯
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
共
同
の
業
務
上
の
注
意
義
務
に
共
同
し
て
違
反
し
た
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と

解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
以
上
の
よ
う
な
明
石
警
察
署
の
職
制
及
び
職
務
執
行
状
況
等
に
照
ら
せ
ば
、
Ｂ
地
域
官
が
本
件
警
備
計
画
の
策
定
の
第
一
次
的
責
任

者
な
い
し
現
地
警
備
本
部
の
指
揮
官
と
い
う
立
場
に
あ
っ
た
の
に
対
し
、
被
告
人
は
、
副
署
長
な
い
し
署
警
備
本
部
の
警
備
副
本
部
長
と
し
て
、
Ｃ
署
長
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が
同
警
察
署
の
組
織
全
体
を
指
揮
監
督
す
る
の
を
補
佐
す
る
立
場
に
あ
っ
た
も
の
で
、
Ｂ
地
域
官
及
び
被
告
人
が
そ
れ
ぞ
れ
分
担
す
る
役
割
は
基
本
的
に

異
な
っ
て
い
た
。
本
件
事
故
発
生
の
防
止
の
た
め
に
要
求
さ
れ
得
る
行
為
も
、
Ｂ
地
域
官
に
つ
い
て
は
、
本
件
事
故
当
日
午
後
八
時
頃
の
時
点
で
は
、
配

下
警
察
官
を
指
揮
す
る
と
と
も
に
、
Ｃ
署
長
を
介
し
又
は
自
ら
直
接
機
動
隊
の
出
動
を
要
請
し
て
、
本
件
歩
道
橋
内
へ
の
流
入
規
制
等
を
実
施
す
る
こ
と
、

本
件
警
備
計
画
の
策
定
段
階
で
は
、
自
ら
又
は
配
下
警
察
官
を
指
揮
し
て
本
件
警
備
計
画
を
適
切
に
策
定
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
被
告
人
に
つ

い
て
は
、
各
時
点
を
通
じ
て
、
基
本
的
に
は
Ｃ
署
長
に
進
言
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
Ｂ
地
域
官
ら
に
対
す
る
指
揮
監
督
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
補
佐

す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
、
本
件
事
故
を
回
避
す
る
た
め
に
両
者
が
負
う
べ
き
具
体
的
注
意
義
務
が
共
同
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

被
告
人
に
つ
き
、
Ｂ
地
域
官
と
の
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
の
共
同
正
犯
が
成
立
す
る
余
地
は
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
Ｂ
地
域
官
に
対
す
る
公
訴
提
起
に
よ
っ
て
刑
訴
法
二
五
四
条
二
項
に
基
づ
き
被
告
人
に
対
す
る
公
訴
時
効
が
停
止
す
る
も
の
で
は
な
く
、

原
判
決
が
被
告
人
を
免
訴
と
し
た
第
一
審
判
決
を
維
持
し
た
こ
と
は
正
当
で
あ
る
」。

　
【
研　

究
】

　

Ⅰ　

本
件
の
争
点

　

本
件
に
お
い
て
主
と
し
て
争
点
と
な
っ
た
の
は
、
本
位
的
訴
因
あ
る
い
は
予
備
的
訴
因
に
つ
い
て
、
被
告
人
に
Ｂ
地
域
官
と
の
業
務
上

過
失
致
死
傷
罪
の
共
同
正
犯
あ
る
い
は
過
失
の
競
合
が
成
立
し
、
刑
訴
法
二
五
四
条
二
項
に
基
づ
く
公
訴
時
効
の
停
止
が
認
め
ら
れ
る
の

か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

こ
の
点
、
刑
訴
法
二
五
四
条
二
項
は
、「
共
犯
の
一
人
に
対
し
て
し
た
公
訴
の
提
起
に
よ
る
時
効
の
停
止
は
、
他
の
共
犯
に
対
し
て
そ

の
効
力
を
有
す
る
」
と
定
め
て
お
り
、
こ
こ
で
い
う
「
共
犯
」
に
過
失
共
同
正
犯
が
含
ま
れ
る
こ
と
に
争
い
は
な
い
も
の
の
、
指
定
弁
護

士
が
主
張
す
る
過
失
の
競
合
も
同
様
に
こ
れ
に
含
ま
れ
る
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
本
決
定
は
、「
被
告
人
と
Ｂ
地
域
官
が
刑
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訴
法
二
五
四
条
二
項
に
い
う
『
共
犯
』
に
該
当
す
る
と
い
う
た
め
に
は
、
被
告
人
と
Ｂ
地
域
官
に
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
の
共
同
正
犯
が

成
立
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
、
過
失
の
競
合
が
刑
訴
法
二
五
四
条
二
項
に
い
う
「
共
犯
」
に
該
当
し
な
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
い

る
。
そ
の
理
由
づ
け
は
明
ら
か
で
な
い
も
の
の
、
結
論
に
お
い
て
は
、
刑
訴
法
二
五
四
条
二
項
は
例
外
的
に
公
訴
時
効
の
停
止
事
由
を
定

め
た
も
の
で
あ
り
、
過
失
の
競
合
は
法
律
上
も
解
釈
上
も
共
犯
の
例
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
こ
の
点
に
関
す
る
本

決
定
の
判
断
は
妥
当
な
も
の
と
い
え
よ
う
（
６
）。

　

し
た
が
っ
て
、
以
下
で
は
、
刑
訴
法
二
五
四
条
二
項
に
基
づ
く
公
訴
時
効
の
停
止
が
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
本
位
的
訴
因
あ
る
い
は

予
備
的
訴
因
に
つ
き
被
告
人
に
Ｂ
地
域
官
と
の
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
の
共
同
正
犯
が
成
立
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
両
者
の

間
で
過
失
共
同
正
犯
が
成
立
し
な
い
と
さ
れ
た
本
決
定
の
判
示
部
分
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
を
加
え
る
。

　

Ⅱ　

本
決
定
の
論
理

　

具
体
的
な
検
討
に
先
立
ち
、
ま
ず
は
、
本
決
定
が
被
告
人
と
Ｂ
地
域
官
と
の
過
失
共
同
正
犯
の
成
立
を
否
定
し
た
論
理
を
確
認
す
る
。

　

本
決
定
は
、
ま
ず
「
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
の
共
同
正
犯
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
共
同
の
業
務
上
の
注
意
義
務
に
共
同
し
て
違
反
し

た
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、
つ
い
で
「
明
石
警
察
署
の
職
制
及
び
職
務
執
行
状
況
等
に
照
ら
せ
ば
…
Ｂ
地
域
官
及
び
被
告
人

が
そ
れ
ぞ
れ
分
担
す
る
役
割
は
基
本
的
に
異
な
っ
て
い
た
」
こ
と
、
そ
し
て
、「
本
件
事
故
発
生
の
防
止
の
た
め
に
要
求
さ
れ
得
る
行
為

も
」、
Ｂ
地
域
官
と
被
告
人
と
で
は
異
な
っ
て
い
た
こ
と
を
理
由
に
、「
本
件
事
故
を
回
避
す
る
た
め
に
両
者
が
負
う
べ
き
具
体
的
注
意
義

務
が
共
同
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
、
両
者
の
間
に
「
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
の
共
同
正
犯
が
成
立
す
る
余

地
は
な
い
」
と
判
示
し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
本
決
定
は
、
Ｂ
地
域
官
と
の
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
の
共
同
正
犯
の
成
否
を
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
そ
の
成
立
要
件
を

定
立
・
検
討
し
た
上
で
、
本
位
的
訴
因
・
予
備
的
訴
因
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
そ
の
該
当
性
を
否
定
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
原
々
審
・

原
審
の
論
理
構
造
、
す
な
わ
ち
、
各
訴
因
に
つ
き
、
被
告
人
の
過
失
の
有
無
を
中
心
的
に
検
討
し
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
理
由

に
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
の
成
立
を
否
定
し
、
も
っ
て
、
同
罪
の
共
同
正
犯
の
成
立
を
も
否
定
し
た
と
い
う
論
理
構
造
と
は
異
な
る
も
の

で
あ
る
。
本
決
定
と
原
々
審
・
原
審
と
の
間
で
そ
の
理
論
構
成
に
差
異
が
生 

じ
た
理
由
を
本
決
定
の
判
示
事
項
か
ら
読
み
取
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
公
訴
時
効
の
完
成
に
基
づ
く
免
訴
判
決
の
可
否
と
の
関
係
で
中
心
的
な
問
題
と
な
る
の
が
刑
訴
法
二
五
四
条
二
項
の
「
共

犯
」
該
当
性
、
す
な
わ
ち
、
被
告
人
と
Ｂ
地
域
官
と
の
過
失
共
同
正
犯
の
成
否
で
あ
っ
た
こ
と
に
照
ら
す
と
、
こ
の
こ
と
に
正
面
か
ら
検

討
を
加
え
た
本
決
定
の
理
論
構
成
に
も
合
理
性
が
認
め
ら
れ
よ
う
（
７
）。
も
っ
と
も
、
そ
の
際
に
要
件
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
共
同
義
務
の
共
同

違
反
に
つ
い
て
は
、
そ
こ
で
要
求
さ
れ
る
共
同
義
務
の
具
体
的
内
容
や
、
い
か
な
る
場
合
に
共
同
義
務
が
肯
定
さ
れ
る
の
か
、
そ
し
て
、

被
告
人
と
Ｂ
地
域
官
と
の
間
で
分
担
す
る
役
割
や
事
故
防
止
の
た
め
に
要
求
さ
れ
得
る
行
為
が
異
な
る
こ
と
が
な
ぜ
共
同
義
務
を
否
定
す

る
こ
と
に
な
る
の
か
な
ど
、
な
お
明
ら
か
で
な
い
点
も
多
い
。

　

Ⅲ　

関 

連 

判 

例

　

１　

判
例
・
裁
判
例

　

そ
も
そ
も
、
こ
の
過
失
共
同
正
犯
と
い
う
概
念
に
関
し
て
は
、
最
判
昭
和
二
八
年
一
月
二
三
日
刑
集
七
巻
一
号
三
〇
頁
（
メ
タ
ノ
ー
ル

販
売
事
件
）
が
、
意
思
連
絡
お
よ
び
注
意
義
務
違
反
行
為
の
共
同
実
行
に
着
目
し
た
判
断
を
下
し
て
以
来
、
判
例
に
お
い
て
確
立
し
た
も

の
と
捉
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
東
京
地
判
平
成
四
年
一
月
二
三
日
判
時
一
四
一
九
号
一
三
三
頁
（
世
田
谷
通
信
ケ
ー
ブ
ル
火
災
事
件
）
で
、
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い
わ
ゆ
る
共
同
義
務
の
共
同
違
反
が
過
失
共
同
正
犯
の
成
立
要
件
と
し
て
明
示
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
の
裁
判
例
、
た
と
え
ば
、
東
京

地
判
平
成
一
八
年
六
月
一
五
日
公
刊
物
未
搭
載
（
慈
恵
医
大
青
戸
病
院
事
件
）
な
ど
で
は
、
必
ず
し
も
共
同
の
注
意
義
務
の
存
在
が
明
示
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
単
に
共
同
で
注
意
義
務
違
反
行
為
を
行
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
る
（
８
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
決
定
と
同
様
、
過
失
共
同
正
犯
の
成
立
要
件
と
し
て
共
同
義
務
の
共
同
違
反
を
明
確
に
掲
げ
た
事
案
は
そ
れ
ほ
ど
多

く
な
い
。
事
実
、
先
に
み
た
東
京
地
判
平
成
四
年
一
月
二
三
日
判
時
一
四
一
九
号
一
三
三
頁
が
、
互
い
に
作
業
員
で
あ
っ
た
被
告
人
ら
は

使
用
し
て
い
た
ト
ー
チ
ラ
ン
プ
を
指
差
し
呼
称
す
る
な
ど
し
て
確
実
に
消
火
し
た
こ
と
を
相
互
に
確
認
し
合
う
も
の
と
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
理
由
に
共
同
の
注
意
義
務
の
存
在
を
認
定
し
て
い
る
ほ
か
、
札
幌
地
裁
小
樽
支
判
平
成
一
二
年
三
月
二
一
日
判
時
一
七
二
七
号
一
七
二

頁
に
お
い
て
、
雪
上
散
策
ツ
ア
ー
に
際
し
て
参
加
者
ら
が
雪
崩
に
巻
き
込
ま
れ
て
死
傷
し
た
事
案
に
つ
き
、
同
ツ
ア
ー
の
ガ
イ
ド
で
あ
っ

た
被
告
人
二
名
に
は
、
共
同
し
て
雪
崩
に
よ
る
遭
難
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
べ
き
業
務
上
の
注
意
義
務
が
あ
っ
た
と
さ
れ
、
名
古

屋
地
判
平
成
一
九
年
七
月
九
日
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
お
い
て
、
車
中
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
乳
児
が
熱
中
症
に
よ
り
死
亡
し
た
事
案

に
つ
き
、
当
該
乳
児
の
両
親
で
あ
っ
た
被
告
人
ら
に
は
、
お
互
い
が
協
力
し
て
熱
中
症
な
ど
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
べ

き
共
同
の
注
意
義
務
が
あ
っ
た
と
さ
れ
た
の
が
見
受
け
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
（
９
）。
も
っ
と
も
、
共
同
義
務
の
共
同
違
反
を
明
示
せ
ず
、
単
に

共
同
で
注
意
義
務
違
反
行
為
を
行
っ
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
裁
判
例
に
つ
い
て
も
、
た
と
え
ば
、
前
掲
東
京
地
判
平
成
一
八
年
六
月
一
五

日
公
刊
物
未
搭
載
に
お
い
て
、
被
告
人
で
あ
っ
た
執
刀
医
ら
は
互
い
に
協
力
し
て
危
険
な
手
術
の
実
施
を
同
じ
く
避
け
る
べ
き
立
場
に
あ

っ
た
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
注
意
義
務
違
反
行
為
の
共
同
実
行
を
認
定
す
る
に
あ
た
り
、
被
告
人
ら
が
共
同
の
注
意
義
務
を
負
っ
て
い
た
こ

と
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
と
み
る
余
地
は
十
分
に
あ
り
う
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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２　

従
来
の
裁
判
実
務
の
判
断
枠
組
み

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
従
来
の
裁
判
実
務
は
、
過
失
共
同
正
犯
の
成
立
要
件
と
し
て
、
注
意
義
務
違
反
行
為
の
共
同
実
行
を
重
視
し
て
お

り
、
い
わ
ゆ
る
共
同
義
務
の
共
同
違
反
と
い
う
概
念
は
、
こ
の
注
意
義
務
違
反
行
為
の
共
同
実
行
を
基
礎
づ
け
る
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
こ
の
点
、
共
同
義
務
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
は
、
前
掲
東
京
地
判
平
成
四
年
一
月
二
三
日
判
時
一
四
一
九
号
一
三

三
頁
に
お
い
て
、「
相
互
利
用
・
補
充
に
よ
る
共
同
の
注
意
義
務
」
で
あ
る
と
示
さ
れ
て
い
る
に
と
ど
ま
り
、
過
失
共
同
正
犯
の
成
立
に

必
要
と
な
る
共
同
義
務
の
具
体
的
内
容
や
発
生
根
拠
を
一
般
的
に
示
し
た
も
の
は
な
く
、
こ
れ
に
関
す
る
裁
判
実
務
の
統
一
的
な
理
解
を

見
て
取
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
共
同
義
務
の
認
定
に
あ
た
っ
て
は
、
被
告
人
ら
の
地
位
・
役
割
や
、
被
告
人
同
士
の
人
的
関
係
、
被

告
人
ら
が
実
施
す
べ
き
結
果
回
避
措
置
の
内
容
と
い
っ
た
、
種
々
の
事
情
が
総
合
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る）10
（

。
そ
の
上

で
、
被
告
人
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
独
立
に
単
独
で
結
果
回
避
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
の
で
は
な
く
、
共
同
作

業
の
中
で
互
い
に
協
力
し
て
結
果
回
避
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
の
か
否
か
が
重
視
さ
れ
て
い
る
も
の
と
解

さ
れ
る
。
互
い
に
協
力
し
て
結
果
回
避
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
行
為
者
ら
が
こ
れ
を
互
い
に
怠

っ
て
は
じ
め
て
、
注
意
義
務
違
反
行
為
が
共
同
実
行
さ
れ
た
も
の
と
評
価
し
う
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
先
に
示
し
た
従

来
の
裁
判
実
務
の
判
断
と
も
整
合
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

Ⅳ　

検　

討

　

以
上
の
分
析
を
踏
ま
え
て
、
本
決
定
の
判
断
を
検
討
す
る
。
前
述
の
と
お
り
、
本
決
定
は
、
本
位
的
訴
因
に
あ
た
る
本
件
警
備
計
画
の

策
定
段
階
、
そ
し
て
、
予
備
的
訴
因
に
あ
た
る
雑
踏
警
備
の
実
施
段
階
の
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
、
被
告
人
と
Ｂ
地
域
官
が
負
う
べ
き
具
体



二
五
六

的
注
意
義
務
は
共
同
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
て
、
共
同
義
務
の
存
在
を
否
定
し
て
い
る
。
以
下
で
は
、
本
決
定

の
判
断
順
序
と
は
異
な
る
も
の
の
、
時
系
列
に
即
し
て
、
予
備
的
訴
因
、
本
位
的
訴
因
の
順
に
そ
れ
ぞ
れ
検
討
を
進
め
る
。

　

１　

予
備
的
訴
因
（
本
件
警
備
計
画
の
策
定
段
階
の
過
失
）
に
つ
い
て

　
（
１
）　

予
備
的
訴
因
の
内
容

　

ま
ず
、
予
備
的
訴
因
に
つ
い
て
、
指
定
弁
護
士
は
、「
被
告
人
は
、
Ｂ
と
と
も
に
、
本
件
夏
ま
つ
り
当
日
に
至
る
ま
で
に
、
本
件
夏
ま

つ
り
に
関
す
る
明
石
署
の
雑
踏
警
備
計
画
に
お
い
て
、
本
件
歩
道
橋
を
警
備
要
点
と
し
て
指
定
す
る
と
と
も
に
、
花
火
大
会
開
始
前
か
ら

の
参
集
者
の
迂
回
路
へ
の
誘
導
や
群
衆
の
分
断
に
よ
る
本
件
歩
道
橋
へ
の
流
入
規
制
等
の
具
体
的
な
危
険
防
止
措
置
と
、
か
か
る
危
険
防

止
措
置
を
講
じ
る
た
め
の
警
備
部
隊
の
編
成
及
び
任
務
を
自
ら
策
定
し
、
又
は
Ｃ
に
進
言
し
て
策
定
せ
し
め
、
も
し
く
は
配
下
警
察
官
を

し
て
策
定
せ
し
め
た
う
え
、
そ
の
実
施
を
本
件
夏
ま
つ
り
当
日
の
警
備
に
従
事
す
る
警
察
官
に
周
知
徹
底
さ
せ
、
も
っ
て
、
Ｂ
と
共
同
し

て
、
雑
踏
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
る
体
制
を
構
築
す
べ
き
業
務
上
の
注
意
義
務
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
怠
り
、
Ｂ

と
と
も
に
漫
然
放
置
し
た
」
と
主
張
す
る）11
（

。

　
（
２
）　

警
備
計
画
策
定
段
階
に
お
け
る
共
同
義
務

　

こ
の
点
、
原
々
審
は
、
被
告
人
に
つ
き
、
警
備
計
画
策
定
段
階
に
お
け
る
本
件
事
故
発
生
の
具
体
的
予
見
可
能
性
お
よ
び
結
果
回
避
可

能
性
を
否
定
し
た
の
に
対
し
、
原
審
は
こ
れ
を
肯
定
し
、
そ
れ
で
も
な
お
、
計
画
策
定
に
関
す
る
被
告
人
の
権
限
行
使
を
注
意
義
務
違
反

と
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
原
々
審
お
よ
び
原
審
に
お
い
て
は
、
被
告
人
と
Ｂ
地
域
官
と
の
共
同
義
務
の
存

否
に
つ
い
て
何
ら
判
断
が
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
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こ
れ
に
対
し
て
本
決
定
は
、
被
告
人
と
Ｂ
地
域
官
と
で
は
、
本
件
警
備
計
画
の
策
定
段
階
に
お
い
て
分
担
す
る
役
割
が
基
本
的
に
異
な

っ
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
段
階
で
本
件
事
故
発
生
の
防
止
の
た
め
に
要
求
さ
れ
得
る
行
為
も
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
、
警

備
計
画
策
定
段
階
に
お
け
る
共
同
義
務
の
存
在
を
否
定
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
役
割
分
担
に
相
違
が
あ
っ
た
こ
と
の
指
摘
は
、
被
告
人
と
Ｂ
地
域
官
と
が
、
互
い
に
協
力
し
て
本
件
事
故
防
止
に
あ
た
る
べ
き

立
場
に
な
い
こ
と
を
示
す
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｂ
地
域
官
は
、
本
件
警
備
計
画
策
定
に
関
す
る
第
一
次
的

責
任
者
と
し
て
、
本
件
警
備
計
画
か
ら
雑
踏
事
故
が
生
ず
る
の
を
直
接
的
に
防
止
す
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
と
い
え
る
の
に
対
し
、
被
告
人

は
、
副
署
長
と
し
て
、
Ｃ
署
長
が
同
警
察
署
の
組
織
全
体
を
指
揮
監
督
す
る
の
を
補
佐
す
る
立
場
に
あ
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
本
件
警
備
計
画

の
策
定
に
関
し
て
い
え
ば
、
最
終
的
な
決
定
権
限
を
有
し
て
い
た
Ｃ
署
長
、
そ
し
て
、
そ
の
指
揮
監
督
下
に
あ
っ
て
第
一
次
的
な
責
任
を

有
し
て
い
た
Ｂ
地
域
官
を
介
し
て
、
あ
く
ま
で
本
件
警
備
計
画
か
ら
雑
踏
事
故
が
生
ず
る
の
を
間
接
的
に
防
止
す
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
に

す
ぎ
な
い
。
こ
の
点
、
た
し
か
に
、
実
際
の
職
務
執
行
状
況
に
よ
れ
ば
、
本
件
警
備
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、
被
告
人
は
、
担
当
者
へ

の
助
言
や
会
議
の
場
で
の
問
題
点
の
指
摘
な
ど
に
よ
り
、
Ｂ
地
域
官
に
協
力
し
て
い
た
事
実
も
認
め
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
上
述
し
た
役

割
分
担
の
相
違
に
鑑
み
る
と
、
本
来
的
に
は
Ｂ
地
域
官
は
自
ら
の
責
任
と
権
限
の
も
と
計
画
策
定
を
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た

の
で
あ
っ
て
、
そ
の
際
、
被
告
人
の
協
力
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
被
告
人
自
身
は
、
そ
の
職
制
上
、
警
備
計

画
を
策
定
す
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
、
Ｃ
署
長
に
よ
る
指
揮
監
督
を
補
佐
す
る
立
場
に
あ
っ
た
に
と
ど
ま
る
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
本
件
警
備
計
画
の
策
定
に
つ
き
、
被
告
人
と
Ｂ
地
域
官
と
は
事
実
上
の
協
力
関
係
に
立
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
両
者

が
常
に
、
互
い
に
協
力
し
て
本
件
事
故
防
止
に
あ
た
る
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
と
ま
で
は
い
え
な
い
。

　

こ
の
こ
と
は
、
本
件
事
故
発
生
の
防
止
の
た
め
に
要
求
さ
れ
得
る
行
為
の
相
違
に
も
表
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｂ
地
域
官
は
、
自
ら
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ま
た
は
配
下
警
察
官
を
指
揮
し
て
本
件
警
備
計
画
を
適
切
に
策
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
に
対
し
、
被
告
人
は
、
原
々
審
に
お
い
て

も
示
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
基
本
的
に
は
Ｃ
署
長
に
進
言
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
Ｂ
地
域
官
ら
に
対
す
る
指
揮
監
督
が
適
切
に
行
わ
れ

る
よ
う
補
佐
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
Ｂ
地
域
官
に
つ
い
て
は
、
自
己
の
責
任
と
権
限
の
も
と
本
件
警
備
計
画

を
適
切
に
策
定
す
る
こ
と
で
、
本
件
警
備
計
画
か
ら
雑
踏
事
故
が
生
ず
る
の
を
直
接
的
に
防
止
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、

被
告
人
に
つ
い
て
は
、
Ｃ
署
長
に
進
言
す
る
な
ど
し
て
Ｂ
地
域
官
ら
に
対
す
る
指
揮
監
督
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
補
佐
す
る
と
い
う
よ

う
に
、
Ｃ
署
長
お
よ
び
Ｂ
地
域
官
を
介
し
て
、
あ
く
ま
で
本
件
警
備
計
画
か
ら
雑
踏
事
故
が
生
ず
る
の
を
間
接
的
に
防
止
す
る
こ
と
が
要

求
さ
れ
う
る
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

そ
し
て
、
Ｂ
地
域
官
に
要
求
さ
れ
る
直
接
的
な
事
故
防
止
行
為
と
、
被
告
人
に
要
求
さ
れ
る
間
接
的
な
事
故
防
止
行
為
と
は
、
互
い
に

協
力
し
て
実
施
さ
れ
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
本
件
警
備
計
画
の
適
切
な
策
定
は
、
そ
れ
に
関
す
る
第
一
次
的
な
責

任
を
有
し
て
い
た
Ｂ
地
域
官
自
身
が
実
施
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
Ｃ
署
長
を
補
佐
す
る
立
場
か
ら
被
告
人
は
こ
れ
を
監
督
是
正
す
べ
き

で
あ
っ
た
と
み
る
余
地
は
あ
っ
て
も
、
被
告
人
と
Ｂ
地
域
官
と
が
互
い
に
協
力
し
て
実
施
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
と
は
い
い
が
た
い
。
上

述
し
た
よ
う
に
、
被
告
人
が
こ
の
よ
う
な
監
督
者
的
立
場
か
ら
Ｂ
地
域
官
に
対
し
て
協
力
す
る
と
い
う
側
面
が
事
実
的
に
あ
っ
た
と
し
て

も
、
Ｂ
地
域
官
が
独
立
し
て
計
画
策
定
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
警
備
計
画
の
策
定
に
つ
き
両
者
は
常
に

協
力
す
べ
き
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
他
方
で
、
Ｃ
署
長
に
よ
る
Ｂ
地
域
官
ら
に
対
す
る
指
揮
監
督
が
適
切
に

行
わ
れ
る
よ
う
補
佐
す
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
Ｃ
署
長
を
補
佐
す
る
立
場
に
あ
っ
た
被
告
人
自
身
が
実
施
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ

う
な
立
場
に
な
い
Ｂ
地
域
官
が
協
力
す
べ
き
も
の
で
は
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
被
告
人
と
Ｂ
地
域
官
と
に
求
め
ら
れ
て
い
た
結
果
回
避
措
置
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
独
立
に
単
独
で
実
施
さ
れ
る
べ
き
も
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の
で
あ
っ
て
、
互
い
に
協
力
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。
本
決
定
が
、
本
件
警
備
計
画
の
策
定
段
階

に
お
け
る
共
同
義
務
の
存
在
を
否
定
し
た
そ
の
根
拠
は
、
こ
の
点
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う）12
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
本
決
定
は
、
被
告
人
と
Ｂ
地
域
官
の
共
同
義
務
を
否
定
す
る
に
あ
た
り
、「
本
件
事
故
を
回
避
す
る
た
め
に
両
者
が
負
う

べ
き
具
体
的
注
意
義
務
が
共
同
の
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
関
与
者
各

人
が
負
う
べ
き
注
意
義
務
の
内
容
を
抽
象
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
共
同
義
務
、
ひ
い
て 

は
、
過
失
共
同
正
犯
の
成
立
範
囲
が
過
度
に
拡
張

し
て
し
ま
う
こ
と
を
防
止
す
る
点
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
し
か
に
、
注
意
義
務
の
共
同
を
強
調
し
て
そ
の
内
容
を
抽
象
化
す
れ

ば
、
関
与
者
各
人
が
一
定
の
結
果
回
避
措
置
を
互
い
に
協
力
し
て
実
施
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
は
容
易
と
な
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う

な
形
で
共
同
義
務
を
広
く
認
め
、
関
与
者
を
幅
広
く
過
失
共
同
正
犯
と
し
て
取
り
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
る
。
共
同
義
務
の

存
否
は
過
失
共
同
正
犯
と
過
失
同
時
犯
と
を
分
か
つ
重
要
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
一
つ
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
義
務
内
容
の
抽
象
化
に
よ
る

共
同
義
務
の
認
定
を
無
制
約
に
許
せ
ば
、
両
者
の
概
念
領
域
の
区
別
は
著
し
く
不
明
瞭
な
も
の
と
な
り
か
ね
な
い）13
（

。
こ
の
よ
う
な
意
識
か

ら
、
本
決
定
は
、
被
告
人
ら
が
負
う
べ
き
「
具
体
的
」
注
意
義
務
を
問
題
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
同
義
務
が
安
易
に
認
定
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
に
一
定
の
歯
止
め
を
掛
け
よ
う
と
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る）14
（

。

　

２　

本
位
的
訴
因
（
雑
踏
警
備
の
実
施
段
階
の
過
失
）
に
つ
い
て

　
（
１
）　

本
位
的
訴
因
の
内
容

　

次
に
、
本
位
的
訴
因
に
つ
い
て
、
指
定
弁
護
士
は
、「
本
件
歩
道
橋
に
お
い
て
警
察
官
に
よ
る
規
制
を
必
要
と
す
る
程
度
の
過
密
な
滞

留
が
生
じ
、
雑
踏
事
故
発
生
の
危
険
が
現
実
化
し
そ
う
な
場
合
に
適
切
に
対
応
す
る
た
め
、
自
ら
又
は
配
下
警
察
官
を
し
て
、
歩
道
橋
へ
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の
参
集
者
の
流
入
・
滞
留
状
況
や
配
下
警
察
官
に
よ
る
雑
踏
警
備
の
状
況
実
施
を
常
時
監
視
し
、
そ
の
危
険
が
現
実
化
し
つ
つ
あ
っ
た
同

日
午
後
七
時
三
〇
分
こ
ろ
か
ら
午
後
八
時
一
〇
分
こ
ろ
ま
で
の
間
に
、
警
備
会
社
と
連
携
し
、
又
は
、
本
件
夏
ま
つ
り
当
日
の
警
備
に
従

事
す
る
警
察
官
に
指
示
し
て
、
参
集
者
の
迂
回
路
へ
の
誘
導
や
群
衆
の
分
断
等
に
よ
り
、
本
件
歩
道
橋
南
側
階
段
下
か
ら
Ｊ
Ｒ
朝
霧
駅
へ

向
か
う
参
集
者
の
流
入
阻
止
を
中
核
と
し
て
、
本
件
歩
道
橋
内
へ
の
流
入
規
制
を
実
施
し
、
又
は
Ｃ
に
進
言
し
て
実
施
せ
し
め
、
も
っ

て
、
Ｂ
と
共
同
し
て
、
雑
踏
事
故
の
発
生
を
未
然
に
防
止
す
べ
き
業
務
上
の
注
意
義
務
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
う
な
事
故

は
発
生
し
な
い
と
軽
信
し
て
こ
れ
を
怠
り
、
Ｂ
と
と
も
に
漫
然
放
置
し
た
」
と
主
張
す
る）15
（

。

　
（
２
）　

雑
踏
警
備
実
施
段
階
に
お
け
る
共
同
義
務

　

こ
の
点
、
原
々
審
は
、
雑
踏
警
備
の
実
施
段
階
、
と
り
わ
け
、
警
察
に
よ
る
規
制
が
必
要
な
混
雑
状
況
と
な
っ
た
午
後
八
時
頃
の
時
点

に
お
い
て
も
、
被
告
人
に
本
件
事
故
発
生
の
予
見
可
能
性
が
あ
っ
た
と
は
い
え
ず
、
過
失
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
原
審
も
こ

の
判
断
を
是
認
し
て
い
る
。
他
方
、
Ｂ
地
域
官
に
つ
い
て
は
、
原
々
審
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
午
後
八
時
頃
の
時
点
で
、
配
下
警
察
官
ら
を

指
揮
す
る
と
と
も
に
、
Ｃ
署
長
を
介
し
ま
た
は
直
接
に
機
動
隊
の
出
動
を
要
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歩
道
橋
内
へ
の
流
入
規
制
を
実
現
す

べ
き
注
意
義
務
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
Ｂ
地
域
官
に
関
す
る
前
掲
最
決
平
成
二
二
年
五
月
三
一
日
刑
集
六
四
巻
四
号
四
四

七
頁
の
判
断
を
踏
ま
え
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
当
該
注
意
義
務
が
被
告
人
と
の
間
で
共
同
義
務
と
な
る
の
か
に
つ
い
て
は
、

原
々
審
・
原
審
と
も
に
、
何
ら
判
断
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
本
決
定
は
、
被
告
人
と
Ｂ
地
域
官
と
で
は
、
雑
踏
警
備
の
実
施
段
階
に
お
い
て
分
担
す
る
役
割
が
基
本
的
に
異
な
っ
て

い
た
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
段
階
で
本
件
事
故
発
生
の
防
止
の
た
め
に
要
求
さ
れ
得
る
行
為
も
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
、
雑
踏
警

備
の
実
施
段
階
の
共
同
義
務
の
存
在
を
否
定
し
て
い
る
。
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こ
こ
で
も
、
上
述
し
た
本
件
警
備
計
画
の
策
定
段
階
で
共
同
義
務
の
存
在
を
否
定
し
た
際
と
同
様
の
考
慮
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
す
な
わ
ち
、
Ｂ
地
域
官
は
、
雑
踏
警
備
の
実
施
段
階
に
お
い
て
も
、
現
地
警
備
本
部
の
指
揮
官
と
し
て
、
当
日
の
雑
踏
警
備
か
ら
本

件
事
故
が
生
ず
る
の
を
直
接
的
に
防
止
す
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
Ｂ
地
域
官
に
は
、
午
後
八
時
頃
の
時
点
で
、
配
下
警
察
官
を

指
揮
す
る
と
と
も
に
、
Ｃ
署
長
を
介
し
又
は
自
ら
直
接
機
動
隊
の
出
動
を
要
請
し
て
、
本
件
歩
道
橋
内
へ
の
流
入
規
制
等
を
実
施
す
る
こ

と
に
よ
り
、
本
件
事
故
の
発
生
を
直
接
的
に
防
止
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
被
告
人
に
つ
い
て
は
、
署
警
備
本
部
の
警
備

副
本
部
長
と
し
て
、
警
備
本
部
長
で
あ
っ
た
Ｃ
署
長
を
補
佐
す
る
立
場
、
す
な
わ
ち
、
Ｃ
署
長
に
加
え
、
そ
の
指
揮
監
督
下
に
あ
っ
た
Ｂ

地
域
官
を
介
し
て
、
あ
く
ま
で
当
日
の
雑
踏
警
備
の
実
施
か
ら
本
件
事
故
が
生
ず
る
の
を
間
接
的
に
防
止
す
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
に
す
ぎ

な
い
。
そ
し
て
、
要
求
さ
れ
う
る
行
為
と
し
て
も
、
Ｃ
署
長
に
進
言
す
る
な
ど
Ｂ
地
域
官
ら
に
対
す
る
指
揮
監
督
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ

う
補
佐
す
る
と
い
う
よ
う
に
、
Ｃ
署
長
お
よ
び
Ｂ
地
域
官
を
介
し
て
、
あ
く
ま
で
本
件
事
故
の
発
生
を
間
接
的
に
防
止
す
る
こ
と
に
と
ど

ま
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
も
、
本
件
警
備
計
画
の
策
定
段
階
に
お
け
る
の
と
同
様
、
Ｂ
地
域
官
に
は
機
動
隊
の
出
動
要
請
に
よ
る
流
入
規
制

の
実
施
と
い
う
直
接
的
な
事
故
防
止
行
為
が
、
被
告
人
に
は
Ｃ
署
長
の
指
揮
監
督
の
補
佐
と
い
う
間
接
的
な
事
故
防
止
行
為
が
求
め
ら

れ
、
両
者
の
事
故
防
止
行
為
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
独
立
に
単
独
で
実
施
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
互
い
に
協
力
し
て
実
施
さ
れ
る
べ

き
性
質
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
機
動
隊
の
出
動
要
請
に
よ
る
流
入
規
制
に
つ
い
て
も
、
た
し
か
に
、
Ｂ
地
域
官

に
対
す
る
指
示
や
決
裁
あ
る
い
は
Ｃ
署
長
へ
の
進
言
と
い
っ
た
形
で
被
告
人
が
Ｂ
地
域
官
に
対
し
て
協
力
す
る
と
い
う
側
面
が
事
実
的
に

あ
っ
た
と
し
て
も
、
Ｂ
地
域
官
が
独
立
し
て
当
該
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
に
照
ら
せ
ば
、
そ
の
性
質
上
、
両
者
が

こ
れ
を
常
に
協
力
し
て
実
施
す
べ
き
関
係
に
あ
っ
た
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
他
方
、
Ｃ
署
長
に
よ
る
指
揮
監
督
の
補
佐
に
つ

い
て
は
、
ま
さ
に
Ｃ
署
長
を
補
佐
す
る
立
場
に
あ
っ
た
被
告
人
自
身
が
単
独
で
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、
実
施
す
べ
き
も



二
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の
で
あ
る
以
上
、
そ
の
よ
う
な
立
場
に
な
い
Ｂ
地
域
官
が
協
力
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

　

こ
の
点
、
機
動
隊
の
出
動
要
請
に
関
し
て
、
こ
れ
が
Ｃ
署
長
を
介
し
て
実
施
さ
れ
る
も
の
に
限
っ
て
い
え
ば
、
被
告
人
と
Ｂ
地
域
官
と

の
間
で
共
同
義
務
を
観
念
す
る
余
地
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
し
か
に
、
職
制
上
は
、
Ｃ
署
長
を
補
佐
す
る
立
場
に
あ
っ
た
被
告
人

も
、
Ｃ
署
長
を
介
し
て
機
動
隊
の
出
動
要
請
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
実
施
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
よ

う
）
16
（

。
し
か
し
な
が
ら
、
原
々
審
・
原
審
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
被
告
人
は
、
Ｂ
地
域
官
と
異
な
り
、
午
後
八
時
頃
の
時
点
に
お
い
て
も
警
察

に
よ
る
規
制
が
必
要
な
混
雑
状
況
と
な
っ
た
こ
と
を
認
識
で
き
ず
、
本
件
事
故
の
予
見
可
能
性
が
否
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
る
と
、

同
時
点
に
お
い
て
被
告
人
が
当
該
措
置
を
実
施
す
る
こ
と
は
事
実
上
不
可
能
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
Ｃ
署
長
を
介
し
た
機
動
隊
の
出

動
要
請
を
被
告
人
と
Ｂ
地
域
官
が
互
い
に
協
力
し
て
実
施
す
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
本
決

定
が
「
本
件
事
故
発
生
の
防
止
の
た
め
に
要
求
さ
れ
得
る
行
為
」
と
し
て
、「
被
告
人
に
つ
い
て
は
、
各
時
点
を
通
じ
て
、
基
本
的
に
は

Ｃ
署
長
に
進
言
す
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
Ｂ
地
域
官
ら
に
対
す
る
指
揮
監
督
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
補
佐
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
述

べ
て
共
同
義
務
を
否
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
裏
づ
け
ら
れ
よ
う
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
本
決
定
は
、
雑
踏
警
備
の
実
施
段
階
に
お
い
て
も
、
被
告
人
と
Ｂ
地
域
官
と
の
間
の
共
同
義
務
の
存
在
を
否
定
し

た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

　

Ⅴ　

本
決
定
の
意
義
と
そ
の
射
程

　

ま
ず
、
本
決
定
は
、
先
に
み
た
最
判
昭
和
二
八
年
一
月
二
三
日
刑
集
七
巻
一
号
三
〇
頁
に
つ
い
で
、
最
高
裁
が
過
失
共
同
正
犯
に
関
し

て
正
面
か
ら
判
断
を
示
し
た
二
件
目
の
事
案
で
あ
り
、
ま
た
、
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
に
つ
い
て
最
高
裁
と
し
て
は
初
め
て
共
同
正
犯
の
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成
否
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
過
失
共
同
正
犯
に
関
す
る
最
高
裁
の
理
解
を
考
え
る
上
で
参
考
と
な
る
貴
重
な
一
事
例
と
い
え

よ
う
。
と
り
わ
け
、「
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
の
共
同
正
犯
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
共
同
の
業
務
上
の
注
意
義
務
に
共
同
で
違
反
し
た

こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
し
て
、
過
失
共
同
正
犯
の
成
立
要
件
を
最
高
裁
と
し
て
初
め
て
明
示
し
た
点
は
、
大
き
な
意
義
を
有
す
る
。

　

本
決
定
が
示
し
た
「
共
同
の
業
務
上
の
注
意
義
務
に
共
同
で
違
反
し
た
」
と
い
う
要
件
は
、
注
意
義
務
違
反
行
為
の
共
同
実
行
や
共
同

義
務
の
共
同
違
反
を
過
失
共
同
正
犯
の
成
立
要
件
と
し
て
き
た
従
来
の
裁
判
実
務
の
理
解
を
踏
襲
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
、
最
高
裁
と

し
て
も
こ
の
よ
う
な
理
解
を
是
認
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
点
で
、
今
後
の
裁
判
実
務
や
学
説
上
の
議
論
に
も
少
な
く
な
い
影
響
を
及
ぼ
し

う
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
中
で
も
、
行
為
者
ら
が
分
担
す
る
役
割
と
事
故
防
止
の
た
め
に
要
求
さ
れ
う
る
行
為
の
相
違
を
理
由
に
、
被
告

人
ら
の
共
同
義
務
を
否
定
し
た
本
決
定
の
判
断
は
、
か
ね
て
議
論
の
あ
っ
た
共
同
義
務
の
問
題
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体
的
内
容
や
限
界
を

考
え
る
に
あ
た
っ
て
参
考
と
な
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
本
決
定
は
、
複
数
人
の
過
失
が
競
合
し
た
事
案
に
お
い
て
過
失
共
同
正
犯
の
成
否
を
考
え
る
上
で
、
裁
判
実
務
・
学
説
の

い
ず
れ
に
と
っ
て
も
、
参
考
と
な
る
判
断
が
示
さ
れ
た
事
案
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る）17
（

。

（
１
）　

同
決
定
に
関
す
る
評
釈
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
岡
部
雅
人
「
判
批
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
二
五
号
（
二
〇
一
〇
年
）
八
八
頁
、
山
本
高
子
「
判

批
」
法
学
新
報
一
一
八
巻
七
・
八
号
（
二
〇
一
一
年
）
二
三
一
頁
な
ど
。

（
２
）　

当
時
の
刑
事
訴
訟
法
二
五
〇
条
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
に
お
け
る
法
定
刑
の
上
限
は
懲
役
五
年
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
公

訴
時
効
は
五
年
を
経
過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
成
す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。

（
３
）　

刑
事
訴
訟
法
二
五
四
条
二
項
は
、「
共
犯
の
一
人
に
対
し
て
し
た
公
訴
の
提
起
に
よ
る
時
効
の
停
止
は
、
他
の
共
犯
に
対
し
て
そ
の
効
力
を
有

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
停
止
し
た
時
効
は
、
当
該
事
件
に
つ
い
て
し
た
裁
判
が
確
定
し
た
時
か
ら
そ
の
進
行
を
始
め
る
」
と
定
め
る
。
本



二
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四

件
に
お
け
る
被
告
人
の
強
制
起
訴
と
公
訴
時
効
と
の
関
係
を
示
す
と
、
概
略
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　

平
成
一
三
年
七
月
二
一
日　
　

本
件
事
故
発
生

　
　
　

平
成
一
三
年
七
月
二
八
日　
　

本
件
事
故
に
お
け
る
最
終
の
死
傷
結
果
の
発
生
（
時
効
の
進
行
が
開
始
）

　
　
　

平
成
一
四
年
一
二
月
二
六
日　

Ｂ
地
域
官
が
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
で
起
訴

　
　
　

平
成
一
八
年
七
月
二
八
日　
　

業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
に
お
け
る
公
訴
時
効
の
期
間
（
五
年
）
が
経
過

　
　
　

平
成
二
二
年
四
月
二
〇
日　
　

被
告
人
が
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
で
強
制
起
訴

　
　
　

平
成
二
二
年
六
月
一
八
日　
　

Ｂ
地
域
官
の
有
罪
判
決
が
確
定

　
　
　

し
た
が
っ
て
、
被
告
人
が
Ｂ
地
域
官
の
「
共
犯
」
と
さ
れ
た
場
合
、
Ｂ
地
域
官
に
対
す
る
起
訴
に
よ
っ
て
平
成
一
四
年
一
二
月
二
六
日
か
ら
平

成
二
二
年
六
月
一
八
日
ま
で
時
効
が
停
止
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
被
告
人
に
対
す
る
強
制
起
訴
は
時
効
の
完
成
前
に
な
さ
れ
た
こ
と
と
な
る
。

（
４
）　

本
件
原
々
審
判
決
に
関
す
る
評
釈
と
し
て
、
松
宮
孝
明
「
判
批
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
〇
七
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
一
七
頁
。
ま
た
、
同
判
決
を

取
り
扱
っ
た
論
稿
と
し
て
、
土
本
武
司
「
過
失
の
競
合
と
公
訴
時
効
の
停
止
│
│
明
石
歩
道
橋
事
件
免
訴
│
│
」
捜
査
研
究
七
四
四
号
（
二
〇
一

三
年
）
一
二
七
頁
、
大
塚
裕
史
「
過
失
の
競
合
と
過
失
犯
の
共
同
正
犯
の
区
別
│
│
明
石
花
火
大
会
歩
道
橋
副
署
長
事
件
判
決
を
手
が
か
り
と
し

て
│
│
」『
野
村
稔
先
生
古
稀
祝
賀
論
文
集
』（
成
文
堂
、
二
〇
一
五
年
）
二
〇
九
頁
。

（
５
）　

本
件
原
審
判
決
に
関
す
る
評
釈
と
し
て
、
松
宮
孝
明
「
判
批
」
速
報
判
例
解
説
（
新
・
判
例
解
説W

atch

）
一
六
巻
（
二
〇
一
五
年
）
一
六
三

頁
。
ま
た
、
同
判
決
を
取
り
扱
っ
た
論
稿
と
し
て
、
大
塚
・
前
掲
注（
４
）二
〇
九
頁
。

（
６
）　

一
般
に
、
刑
訴
法
二
五
四
条
に
い
う
「
共
犯
」
は
、
共
同
正
犯
、
教
唆
犯
、
幇
助
犯
な
ど
の
刑
法
総
則
上
の
共
犯
と
、
い
わ
ゆ
る
必
要
的
共
犯

を
含
む
も
の
と
さ
れ
る
。
河
上
和
雄
ほ
か
編
『
大
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
刑
事
訴
訟
法 

第
五
巻
〔
第
二
版
〕』（
青
林
書
院
、
二
〇
一
三
年
）
一
三
五

頁
〔
吉
田
博
視
〕
参
照
。

（
７
）　

同
趣
旨
の
指
摘
を
な
す
も
の
と
し
て
、
成
瀬
幸
典
「
判
批
」
法
学
教
室
四
三
五
号
（
二
〇
一
六
年
）
一
七
八
頁
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
決
定
が

被
告
人
の
過
失
の
有
無
に
関
し
て
何
ら
言
及
し
て
い
な
い
点
を
疑
問
視
す
る
も
の
と
し
て
、
松
宮
孝
明
「
判
批
」
法
学
セ
ミ
ナ
ー
七
四
三
号
（
二

〇
一
六
年
）
一
二
三
頁
。

（
８
）　

過
失
共
同
正
犯
に
関
す
る
判
例
の
推
移
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
過
失
共
同
正
犯
の
処
罰
根
拠
と
そ
の
成
立
範
囲
に
つ
い
て
」
中
央
大
学

大
学
院
研
究
年
報
法
学
研
究
科
篇
四
四
号
（
二
〇
一
五
年
）
三
五
七
頁
以
下
参
照
。



刑
事
判
例
研
究 

⑷
（
谷
井
）

二
六
五

（
９
）　

な
お
、
共
同
の
注
意
義
務
と
類
似
し
た
表
現
を
用
い
る
も
の
と
し
て
、
奈
良
地
判
平
成
二
四
年
六
月
二
二
日
判
タ
一
四
〇
六
号
三
六
頁
（
山
本

病
院
事
件
）
は
、
執
刀
医
で
あ
っ
た
被
告
人
ら
は
そ
の
能
力
や
経
験
か
ら
互
い
に
危
険
な
手
術
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
理
由
に
、

共
通
の
注
意
義
務
を
負
っ
て
い
た
旨
判
示
し
て
い
る
。

（
10
）　

た
と
え
ば
、
前
掲
東
京
地
判
平
成
四
年
一
月
二
三
日
判
時
一
四
一
九
号
一
三
三
頁
や
前
掲
札
幌
地
裁
小
樽
支
判
平
成
一
二
年
三
月
二
一
日
判
時

一
七
二
七
号
一
七
二
頁
に
お
い
て
は
、
こ
の
種
の
具
体
的
事
情
が
罪
と
な
る
べ
き
事
実
と
し
て
記
載
さ
れ
る
と
と
も
に
、
事
実
認
定
の
補
足
説
明

中
で
も
共
同
注
意
義
務
の
認
定
に
あ
た
り
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
関
係
の
取
り
扱
い
は
、
過
失
共
同
正
犯
の
成
立
を
肯
定
し
た
そ

の
他
の
裁
判
例
に
も
み
ら
れ
る
。

（
11
）　

刑
集
七
〇
巻
六
号
五
四
三
頁
以
下
参
照
。

（
12
）　

こ
れ
に
対
し
て
、
本
件
に
お
い
て
も
警
備
計
画
策
定
段
階
で
の
共
同
義
務
を
肯
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
も
の
と
し
て
、
金
子
博

「
過
失
共
同
正
犯
論
の
現
在
│
│
最
高
裁
平
成
二
八
年
七
月
一
二
日
第
三
小
法
廷
決
定
を
契
機
と
し
て
│
│
」
刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
五
一
巻
（
二

〇
一
七
年
）
二
一
頁
以
下
。

（
13
）　

事
実
、
最
決
平
成
一
九
年
三
月
二
六
日
刑
集
六
一
巻
二
号
一
三
一
頁
（
横
浜
市
大
病
院
患
者
取
違
え
事
件
）
な
ど
に
お
い
て
、
複
数
人
の
過
失

が
競
合
し
て
い
る
場
合
に
被
告
人
ら
が
負
う
べ
き
注
意
義
務
を
、
各
人
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
具
体
的
に
把
握
・
認
定
し
よ
う
と
す
る
裁
判
実
務
の

姿
勢
が
見
て
取
れ
る
。

（
14
）　

同
趣
旨
の
指
摘
を
な
す
も
の
と
し
て
、
成
瀬
・
前
掲
注（
７
）一
七
八
頁
、
前
田
雅
英
「
判
批
」
捜
査
研
究
七
九
〇
号
（
二
〇
一
六
年
）
五
三
頁
、

古
川
伸
彦
「
過
失
犯
は
い
か
に
し
て
『
共
同
し
て
』『
実
行
』
さ
れ
う
る
か
│
│
明
石
歩
道
橋
事
件
を
機
縁
と
し
て
検
討
の
筋
道
を
洗
い
直
す
│
│
」

刑
事
法
ジ
ャ
ー
ナ
ル
五
一
巻
（
二
〇
一
七
年
）
一
〇
頁
。

（
15
）　

刑
集
七
〇
巻
六
号
五
四
一
頁
以
下
参
照
。

（
16
）　

こ
の
こ
と
か
ら
、
た
と
え
ば
金
子
・
前
掲
注（
12
）二
〇
頁
以
下
は
、
本
件
に
お
い
て
も
雑
踏
警
備
の
実
施
段
階
で
の
共
同
義
務
を
肯
定
す
る
こ

と
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
。

（
17
）　

そ
の
ほ
か
に
、
本
決
定
の
評
釈
と
し
て
、
前
田
雅
英
「
判
批
」
Ｗ
Ｌ
Ｊ
判
例
コ
ラ
ム
臨
時
号
第
八
二
号
（
二
〇
一
六
年
）、
金
子
博
「
判
批
」

Ｔ
Ｋ
Ｃ
ロ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
新
・
判
例
解
説W

atch

刑
法N

o. 111

（
二
〇
一
七
年
）
が
あ
る
。



二
六
六

〔
附
記
〕 　

本
稿
脱
稿
後
、
本
決
定
の
評
釈
と
し
て
、
嶋
矢
貴
之
「
判
批
」『
平
成
二
八
年
度
重
要
判
例
解
説
』（
有
斐
閣
、
二
〇
一
七
年
）
一
六
六
頁
に

接
し
た
。

（
本
学
法
学
部
助
教
・
本
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
在
籍
）


